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1年半ほど前､私は21世紀COE ｢死生学の構築｣シンポジウム『聖なる

イメージ-彼岸とのコミュニケーションの手段として』に招かれて参加し､

奥健夫､秋山聴氏らと共に､彼岸との回路としての聖像の諸相について論じ

あった｡今回は､これらの問題を､やはり近年比較文化的な視点から研究さ

れている｢奇跡｣に焦点を置いて考察したい｡様々な宗教的なコンテクスト

において奇跡を起こす造形イメージの役割を辿りたい｡これはあるいは文化

や宗教の接触や摩擦ともいえる伝道や改宗といった問題とも関わることにな

りうる問題でもあるが､本論では､キリスト教の枠組みの中での､つまり中

世から初期近世にかけての東方正教会と西方ラテン教会における問題に限定

して論じることにしたい｡

まず､いささか退屈に思われるかもしれないが､奇跡とは何か､という定

義から始めたい｡奇跡とは何だろうか?　造形イメージはどのようにして奇

跡を起こすのだろうか?　また､奇跡を起こすとはどのような意味において

なのだろうか?　さらに､第-の問いとも関連するのだが､造形イメージの

かたちと奇跡の働きとの間にはどのような関係があるのだろうか､そもそも

関係があるのかないのか､またそのようなダイナミズムをどのように表現し

うるのか､といった諸問題が本論の主たるテーマとなる｡

まず第一の問いから始めたい｡キリスト教における奇跡の性質についてで

ある｡ここでは､奇跡とは何かについて我々がどう考えるかよりも､中世の
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人々がどのように捉えていたかが重要となる｡トマス･アクイナスの『神学

大全』中に､今日でもなお有効性を保持しているとも言える奇跡についての

体系だった説明がみられる｡トマスによると､奇跡とは､ ｢被造物の秩序を超

越する神のエネルギー(羅:virtus)の伝達｣と定義されている｡トマスはさ

らに奇跡を三つのタイプに分類している｡一つは｢自然の法則に反する奇跡｣

(アンテ･ナトウルム)で､たとえば､炉の中でも燃えなかった3人のユダヤ

人の少年の場合である｡次に､ ｢自然の秩序の中にあるものの､例外的な奇跡｣

(プラエテール･ナトウラム)で､たとえば､カナの婚礼においてキリストが

水をワインに変えた奇跡が挙げられる｡そして三つ目は､ ｢自然を超えた奇跡｣

(ス-ベル･ナトウラム)で､たとえば､神の受肉がこれにあたる｡トマスは

この文脈で造形イメージによる奇跡の事例を挙げてはいないものの､イメー

ジに関わる奇跡についての議論が存在することを認識はしており､またそう

した奇跡の存在を否定もしていない｡むしろ､自身の論を補強するために造

形イメージによる奇跡に言及する際に､教義上問題を季むような諸事例をも

用いているほどである｡キリストの聖血という聖遺物に対する崇敬の広まり

を論じた個所で､トマスは､キリスト自身の傷口から出た血ではなく､敵

によって傷つけられた聖画像から流れ出た血について論じている.実のとこ

ろ､キリストの身体聖遣物としての聖血への崇敬は教義上深刻な問題となっ

ていた｡キリスト自身は栄光の肉体をもって復活し､昇天したにもかかわら

ず､なぜその血が地上に残りうるのか､という疑問に対して､聖画像から流

れ出た血の方が問題が少ないと考えられ､事実中世や初期近世においてはこ

うした現象が頻繁に起こった｡しばしば､聖画像はユダヤ人や不信心な人物

によって傷つけられたと伝えられている｡この点で､トマスにとっては｢自

然に反した奇跡｣の方が､信条に反した崇敬よりはましなものだったのであ

る｡傷つけられた聖画像の最も有名な作例は､ローマのラテラノ宮の救世主

キリストのイコン(図1)である｡ユダヤ人が投げた石によって傷つけられ

たという痕がキリストの頬に残されている｡

聖画像にまつわるこのような奇跡は､ ｢画像に対してなされたことは､そこ
モデル

に表現された原型自体に対してなされることと同じである｣という定式に則っ
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徒が教区教会で日頃から目にする像と同じ姿をした聖母マリアや聖人等が夢

や幻視の中で目撃されるという多く伝えられている事例については取り挙げ

ず､専らその外観が変容する聖画像について論じたい｡体液の流出はしばし

ば見られる現象だが､ここでは血液ではなく､涙について取り上げたい｡と

いうのも､涙は傷つけられることにより流れ出る血よりも､より｢自然｣で

複雑な心理的な働き､感情の一部であり､それらは絵画に内在する性質のも

のであるからだ｡ここで我々は､画像が持つ､模倣しようとする性質と､奇

跡的にも命あるものになる性質との境界が交差する地点に到達するのである｡

もちろん､これが決定的なプロセスであるというわけではない｡ある方法に

より､ある場所で起こったとしても､他の場所では起こらないかもしれない｡

とはいえ､やはり､いろいろな意味において､かたちが重要な役割を担って

いることは確かである｡ 14世紀および1う世紀は､そうした観点からしても

とりわけ興味深く､いまだ十分には解明されているとは言い難い領域である｡

とうのも､とくにこの時代においてこそ､芸術的次元がイメージの力を増幅

させることに大いに貢献しており､奇跡の生起がキリスト像や聖人像の迫真

性に起因したとも思われるのである｡とりわけこのことは､裸刑像や聖母の

半身像の場合にあてはまる｡その背景には平信徒の世界､集団礼拝と個人礼

拝を重視し悔俊を旨とする岡信会の世界があった｡イメージは個人と集団の

祈念のための場を与え､そこでの隈想はイメージと観者との対話を促したの

である｡サン･ダミア-ノ聖堂の磯刑像(図7)が聖フランチェスコに語り

かけたという話(図8)がそのような対話のもっとも知られた例であり､同

様の奇跡を期待する人々のために作られた礎刑像や聖母像は無数に存在する｡

しかしさらに､イメージとのこのような新しい｢対話｣に､もっと古くから

存在していた画像も加わりはじめた｡例えば､ 7､ 8世紀の卓越した蜜蝋画

である｢サン･シストの聖母｣ (図5)は､聖金曜日のたびに蒼ぎめたという｡

またサンタ･マリア･アラチェリ教会にあるその12世紀のコピー(図9)は､

｢悲しみの聖母materdolorosa｣として､人と神との間の仲介者とみなされてい

た｡この二つのイコンは共に､観者の祈りを集約し､それを神の領域に届け

ることにより､そこには描かれていないキリストとイコンの観者との間に相
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のフレスコ画についてはほとんど触れなかった｡これは美術史学の言説にお

ける奇跡的なるものに対する懐疑的姿勢の兆候を示している｡奇跡は何かし

ら法則の埼外にあるものであるがために､我々のカテゴリーからある程度確

実に逃れ出してしまうのである｡

ここまで見てきたように､かたちと奇跡との間には相互作用があり､その

共通の基盤とはイメージが生命を持つという点であった｡かたちと奇跡との

関係についての見取り図を完全なものとするためには､まったく正反対の現

象が存在することも認めなければならない｡そこにはまた二つの異なる次元

が存在する｡ひとつは､低俗な芸術の､あるいは素朴な奇跡像であり､経年

により黒ずんだり､ほとんど見えなくなっていたり､人物像表現の境界線上

にある醜いイメージである｡聖母自身の謙譲とのアナロジーにおいて､非常

に印象の薄い絵が､神聖な恵みの担い手となりうるのである｡それらは観者

に近づきやすさや親しみやすさを感じさせ､ 16世紀や17世紀の事例から知

られるように､芸術的な詞が捧げられたりする. 15世紀の街頭の聖母像の多

くは､泣いたり､その他の種類の奇跡を起こし､後に教会の中に､多くの場

合主祭壇上に移された｡そこではそれらは芸術的に洗練された額縁の中に設

置されるようになった｡ここでは最も重要な事例を示しておきたい｡サンタ･

マリア･イン･ヴァリチェッラ教会の､ピーター･パウル･ルーベンスによ

る有名な祭壇画には､石の上に描かれた奇跡を起こすフレスコ画がはめ込ま

れており､その上には人の眼に触れさせないための仕掛けとしてカヴァ-が

被せられており(図1う)､特別な折にそれが取りはずされた(図14)のであ

る｡何も知らない巡礼や観者が奇跡が起こったと思うには､こうした仕掛け

が貢献したのではないだろうか｡通常イメージを覆っておいて､特別な祝日

の折のみに提示するという自動の仕掛けによる開閉は､文献史料においては､

しばしば奇跡的な出来事として言及されている｡しかし多くの場合､これは

奇跡という手段による神の介入というよりは､むしろ技術的発明の驚異的な

効果という問題であった｡

この他に､素朴なイメージの極端な事例としては､ ｢アケイロポイエトス｣

と呼ばれる､人の手で作られたものではないイメージがある｡これらは奇跡
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｢ユーフラテス河の横断(図17)｣等の諸場面が含まれている｡とりわけ最後

の場面は二つの奇跡を含んでおり､興味深い｡船が人の手を借りずに自然に

河を進み､ 2人の司教の脇にいる若い男性から悪魔が追い払われる.図式的

なかたちをした聖像と宙に浮かぶ古典的形姿を与えられた悪魔とは､イメー

ジの奇跡的な力と芸術的発明のそれというエネルギーの二つの極を構成して

いるのである｡同じ時代の西方ラテン世界では混じり合っていた力が､ビザ

ンテインでは分離されているのを認めることができるだろう｡

さらに､マンデイリオンとヴェロニカのコピーという問題になると､議

論は一層興味深くも入り組んだものとなる｡前回のシンポジウムにおいて､

我々はこの点についてある程度論じたので､ここでは簡潔に留めておきたい

が､本論での焦点は異なる所に置かれることになる｡マンデイリオンとヴェ

ロニカのコピーというものは､祈念像でもありえた｡アミュレットのかたち

をしたり､家の扉口の上に置かれたりすることによって､厄除けたりえたが､

これらは泣き出す聖母像のように奇跡を引き起こすことはほとんどなかった｡

これらのコピーは原型(プロトタイプ)を直接参照することによってではな

く､コピーであると認識することが可能な程度にイコン的図式を確立するこ

とによって､コピーとみなされる｡人の手で作られたのではないイメージ(ア

ケイロポイエトス)は､一旦コピーされるや､イメージ内イメージ(画中画

もしくはメタ･イメージ)と化すのである｡コピーは､神の恩寵を伝達する

ことが出来､自らを観者の隈想のための器として提供するけれども､奇跡を

起こそうとは大抵の場合しない｡

まとめに入ろう｡マンデイリオンについての検討は､中近世における奇

跡像(芸術作品であれ､そうでないものであれ)の歴史について､新たに一

つの根本的な論点をもたらしてくれた｡新旧の様々なメディア(絵画､版画､

メダル等)における複製(図18)という問題である｡実際､版画も時には奇

跡を起こすが､それは本論で論ずるところではない｡重要なのはむしろイコ

ン的プロトタイプとコピーとの関係である｡時にコピーは篤い崇敬を集める

イメージの真正なコピーであることを自ら示しもすれば(とりわけ布教とい

うコンテクストにおいてはしばしば起きる)､そうしたイメージの引用として
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しばしば混同された｡神聖な奇跡と､芸術家(アルベルティによれば｢もう

一人の神｣と形容されている)の称賛すべき作品および､才能豊かな人間に

よる技術的発明は､聖像と観者との相互交渉が行われ､また生み出されもす

る聖なる空間の創出を分担しているのである｡
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